
７
月
10
日
に
投
開
票
さ
れ
た
参
議

院
選
挙
で
山
形
県
に
つ
い
て
も
野
党
統

一
候
補
・
舟
山
康
江
氏
が
当
選
し
ま
し

た
。山

形
県
選
挙
区
で
は
、
投
票
率
が
62
・

22
％
で
野
党
候
補
・
舟
山
氏
が
59
％
で

３
４
４
、
３
５
６
票
を
獲
得
当
選
し
ま

し
た
。

立
候
補
者
は
、
他
に
月
野
薫
氏
・
自

民
、
城
取
良
太
氏
幸
福
の
３
人
が
立
候

補
し
て
い
ま
し
た
。

山
形
県
に
つ
い
て
も
３
月
に
共
産
党

山
形
県
委
員
会
は
１
日
、
民
主
党
県
連

（
現
在
の
民
進
党
）
と
協
議
し
た
結
果
、

無
所
属
で
立
候
補
す
る
元
参
議
院
・
舟

山
康
江
氏
（
民
主
・
維
新
・
社
民
推
薦
）

を
野
党
統
一
候
補
と
位
置
付
け
、
選
挙

協
力
で
基
本
合
意
し
ま
し
た
。

安
全
保
障
関
連
法
廃
止
な
ど
を
公
約

に
合
意
し
ま
し
た
。
（
河
北
新
聞
か
ら
）

酒
田
支
部
の
組
合
員
・
退
職
者
・
家

族
の
皆
さ
ん
、
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た4.

７
月
も
下
旬
に
な
り
学
校
は
夏
休
み

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
潟
県
内
は
各
地
で
夏
祭
り
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
ま
つ
り
は
、
８

月
５
～
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年

こ
の
時
季
に
な
る
と
忙
し
く
な
り
ま
す
。

地
域
で
和
太
鼓
の
練
習
が
始
ま
り
夏

祭
り
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
６

年
目
に
な
り
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
、
今
年
は
20
名
に
な
り
ま

し
た
。
来
月
が
楽
し
み
で
す
。
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国
鉄
新
潟

●改選議席数 １２１議席

●自民 ５６議席
●民進 ３２議席
●公明 １４議席
●共産 ６議席
●維新 ７議席
●社民 １議席
●生活 １議席
●こころ ０議席
●元気 ０議席
●改革 ０議席
●減税 ０議席
●幸福 ０議席
●怒り ０議席
●支なし ０議席
●諸派 ０議席
●無 ４議席

●山形県選挙区 開票結果●

○舟山康江 ３４４３５６（59.0％）

無所属 元 当選２回

○月野薫 ２２３５８３（38.3％）

自民 新

○城取良太 １５２２３（2.6％）

諸派 新



 

私
学
助
成
の
中
央
行
動
が
７
月
15
日
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
全
国
私
学
助
成
を
進

め
る
会
が
主
催
、
全
国
私
教
連
や
全
国
の

父
母
の
会
が
中
心
に
行
動
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

私
立
で
は
国
か
ら
、
就
学
支
援
金
が
２

０
１
０
年
か
ら
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

年
収
に
よ
っ
て
就
学
支
援
金
が
約
12
万

円
～
30
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
立
高

校
は
２
０
１
０
年
か
ら
授
業
料
が
無
償
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

粘
り
強
く

進
め
て
い
こ
う

院
内
集
会
が
11
時
か
ら
開
催
さ
れ
全
国

か
ら
２
１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
山
形
県
私
学
を

そ
だ
て
る
会
・
櫻
井
会
長
が
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

今
年
の
私
学
助
成
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
安
心
し
て
学
校
へ
通
え
る
制
度
を
め

ざ
し
て
い
く
た
め
、
み
な
さ
ん
と
共
に
粘

り
強
く
進
め
て
い
こ
う
。
と
あ
り
ま
し
た
。

全
国
私
教
連
・
永
島
執
行
委
員
長
か
ら

の
あ
い
さ
つ
、
私
立
高
校
生
か
ら
の
発
言

や
国
会
議
員
か
ら
の
激
励
あ
い
さ
つ
、
保

護
者
か
ら
の
発
言
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

自
由
に
道
を

選
べ
な
い

●
高
校
生
の
発
言
●

友
人
が
公
立
へ
行
け
な
い
、
学
費
が
高

く
私
立
へ
も
行
け
な
い
。
自
由
に
道
が
選

べ
な
い
。

教
育
が
平
等
に
受
け
ら
れ
な
い
。
誰
で

も
平
等
に
選
べ
る
環
境
に
し
て
い
く
。
小

２
か
ら
中
２
ま
で
公
立
で
、
そ
の
後
、
私

立
へ
転
校
し
た
。

学
費
が
高
い
。
転
校
後
、
父
が
う
つ
病

に
な
り
、
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
へ
、
リ
ス
ト

ラ
さ
れ
る
前
に
会
社
を
辞
め
た
。

病
状
は
変
わ
ら
ず
働
け
な
か
っ
た
。
母

が
働
い
た
。
高
校
へ
入
っ
て
か
ら
父
が
働

き
始
め
た
。
教
員
を
目
指
し
た
い
が
大
学

は
学
費
な
ど
高
額
だ
。
母
が
、
私
の
せ
い

で
大
学
は
無
理
だ
と
話
し
た
。

学
費
は
、
４
０
０
万
円
の
奨
学
金
を
申

請
し
た
。
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
負
担
が
大

き
く
違
っ
て
く
る
。
授
業
料
の
無
償
化
、

教
育
費
の
拡
充
、
助
成
金
の
増
額
を
求
め

て
い
く
。
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今回は「えちごトキめき鉄道」について記載します。

第三セクター鉄道として発足し、2015年3月14日の北陸新幹

線の金沢開業に伴い並行在来線としてＪＲ西日本から経営分

離され、北陸本線の市振駅～直江津駅とＪＲ東日本から経営

分離された信越本線の妙高高原駅～直江津駅間を運営してい

ます。

信越本線区間は「妙高はねうまライン」で北陸本線区間は

「日本海ひすいライン」となっています。妙高高原駅～直江

津駅間は３７．７キロ。直江津駅～市振駅間は５９．３キロ

で合計９７．０キロになります。

スイッチバックの入れ換え作業
単独バック運転

６月２４日に「トキめき」検証会議を直江津で開催しまし

た。出席者から職場の現状について報告がありました。その

中で、妙高高原駅～直江津駅間は急勾配の線区です。二本木

駅でスイッチバックで運行さています。現在、電車２両編成

で運用されていますが、スイッチバックの入れ換えは、バッ

ク運転でしかも運転士単独で走行しています。

乗務員や駅員は効率化によって減になっています。安全上

非常に問題ではないでしょうか。

会社は、プロパー採用を進めて、車掌などＪＲからの出向

者を解除しています。これからも続く見込みです。列車運行

についてワンマン化を進めていくので車掌が余るのでＪＲか

らの出向解除が増えていきます。


